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11
月
23
日
、
24
日
に
京
都
市
内

５
ケ
所
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

た
、
「
第
35
回
日
本
高
齢
者
大
会

in

京
都
」
は
全
国
39
府
県
か
ら
、

の
べ
３
３
９
０
人
以
上
が
集
ま
り
、

５
つ
の
講
座
、
９
つ
の
分
科
会
、

２
つ
の
移
動
分
科
会
で
、
素
晴
ら

し
い
講
師
人
の
講
演
を
聞
き
、
ま

た
全
国
の
経
験
交
流
や
意
見
交
換
、

議
論
を
交
わ
し
、
現
状
の
認
識
の

共
有
と
、
今
後
の
運
動
方
向
を
明

ら
か
に
し
た
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
あ
る
「
ま

ち
か
ら
村
か
ら
の
連
帯
で
、
ひ
と

り
ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
な
く
そ
う
」

に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
の
サ
ブ
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
高
齢
者
も
若
者
も
手
を

つ
な
ぎ

い
の
ち
・
く
ら
し
守
る

政
治
を
！

憲
法
を
生
か
し
「
高

齢
者
人
権
宣
言
」
で
豊
か
に
！

若
者
も
参
加
し
と
も
に
議
論
す
る

場
が
作
ら
れ
、
今
後
の
運
動
に
大

い
に
生
か
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。日

本
高
齢
者
大
会
は
１
９
８
７

年
に
京
都
で
第
１
回
大
会
が
開
催

さ
れ
、
京
都
で
2
回
目
の
35
回
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
大
会
で
、
10
月
か
ら
後
期
高
齢

者
の
窓
口
負
担
が
2
割
負
担
導
入
、

４
月
か
ら
の
年
金
引
き
下
げ
、
物

価
高
に
よ
る
高
齢
者
の
生
活
は
逼

迫
し
、
加
え
て
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
乗
じ
た
防
衛
費
の

倍
増
と
改
憲
の
動
き
が
強
ま
る
下

で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
地
京
都
実
行
委
員
会
の
事

務
局
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
、

西
京
支
部
の
皆
さ
ん
に
は
、
何
か

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
に

お
詫
び
を
申
し
、
支
え
て
頂
い
た

こ
と
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
4
年
前

の
熱
海
大
会
で
「
35
回
大
会
を
京

都
で
開
催
で
き
な
い
か
?
」
と
打

診
を
う
け
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た

め
一
旦
白
紙
と
し
ま
し
た
が
、
１

年
後
に
改
め
て
開
催
の
要
請
を
受

け
、
こ
の
２
年
間
「
京
都
ら
し
い

大
会
に
」
と
、
会
場
探
し
、
講
座
・

分
科
会
の
テ
ー
マ
と
講
師
陣
へ
の

講
演
要
請
、
歓
迎
行
事
の
具
体
化
、

事
務
局
体
制
や
運
営
方
法
、
参
加

者
組
織
に
と
目
ま
ぐ
る
し
い
日
々

で
し
た
。
具
体
化
の
中
で
は
失
敗

や
、
関
係
者
に
ご
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
も
あ
り
「
お
た
べ
行
脚＝

関

係
者
に
頭
を
下
げ
て
お
詫
び
す
る
」

の
毎
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
さ
す
が
京
都
の
素

晴
ら
し
い
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
、

事
務
局
、
民
主
勢
力
の
皆
さ
ん
の

支
え
を
頂
き
、
何
と
か
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
、
今
、
ほ
っ
と

し
て
い
る
毎
日
で
す
。
大
会
を
終

え
て
後
片
付
け
と
総
括
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
一

服
さ
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

労
働
運
動
50
年
の
総
仕
上
げ
の

気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
き
た
の
も

事
実
で
す
。
今
後
は
、
少
し
は
ゆ
っ

く
り
と
年
金
者
組
合
の
運
動
、
地

域
の
お
世
話
活
動
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
12
月

西
京
支
部
支
部
長

藤
原
克
東

（１）

貴
重
な
経
験
に
感
謝
し
、
新
た
な
運
動
に

第35回日本高齢者大会in京都を終えて

全
国
か
ら
３
３
９
０
人
（
京
都
５
３
０
人
）
の
参
加
。
高
齢
期
運
動

の
新
し
い
扉
を
開
い
た
大
会
に
！

３
０
０
万
人
の
イ
タ
リ
ア
年
金
者
組
合
の
運
動
「
数
は
力
、
政
治
を

動
か
し
、
高
齢
者
の
く
ら
し
守
る
組
織
」
か
ら
学
び
、
日
本
の
高
齢
者

も
政
治
を
動
か
す
組
織
を
め
ざ
そ
う
。

「
私
も
年
金
生
活
者
。
お

先
真
っ
暗
。
署
名
を
い
く

ら
し
て
も
年
金
は
よ
く
な

ら
な
い
。
安
楽
死
出
来
る

よ
う
に
す
る
署
名
が
あ
れ
ば
い
い

の
に
。
あ
な
た
達
作
っ
て
よ
」
▼

こ
れ
は
阪
急
桂
駅
西
口
で
の
定
例

宣
伝
で
、
年
金
署
名
を
お
願
い
し

た
女
性
か
ら
返
っ
て
き
た
言
葉
。

岸
田
総
理
に
、
政
府
・
与
党
の
み

ん
な
に
こ
そ
聞
か
せ
た
い
、
聞
い

て
も
ら
わ
ね
ば
と
思
う
▼
「
老
人

は
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展

に
寄
与
し
て
き
た
者
と
し
て
、
か

つ
、
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
有
す

る
者
と
し
て
敬
愛
さ
れ
る
と
と
も

に
、
生
き
が
い
を
持
て
る
健
全
で

安
ら
か
な
生
活
を
保
障
さ
れ
る
も

の
と
す
る
」
こ
れ
は
１
９
６
３
年

に
制
定
さ
れ
た
老
人
福
祉
法
の
基

本
的
理
念
だ
▼
そ
し
て
憲
法
２
５

条
に
は
「
す
べ
て
の
国
民
の
生
存

権
及
び
国
の
社
会
保
障
の
義
務
」

を
明
記
し
て
い
る
。
憲
法
を
絵
に

か
い
た
餅
に
し
て
は
い
け
な
い
。

大
臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官
や
公

務
員
に
尊
重
擁
護
義
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
▼
憲
法
は
、
私
た
ち
の

命
、
暮
ら
し
、
平
和
を
守
れ
と
政

治
に
迫
る
何
よ
り
の
武
器
だ
。
今

こ
そ
、
９
条
は
勿
論
「
憲
法
」
を

く
ら
し
の
中
で
意
識
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
う
。
そ
の
思
い
を
ま

ず
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
実
現

さ
せ
た
い
。
（
市
川
弘
子

）

窓
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初心者の英会話
英会話は、『新しい講師と楽しいクラス』

講師：吉村 燎子さん（元アメリカ在住）

日時：１月１０日（火）２４日（火）

（毎月第２・４火曜日１４：００～１５：３０）
月謝：１０００円

会場：小島郁子さん宅

連絡先：小島郁子さん ＴＥＬ０９０－７０９７－３９４６

フォークダンス＝「マイムマイム」

永らくお世話になりました。

２０１６年８月に発足し、今日

まで活動してきましたが、事情に

より閉会いたします。有難う御座

いました。（サークル員一同）

釣り同好会

釣りの希望があれば、藤原まで連絡し
てください。日時、対象漁を相談し釣

行します。

連絡先：藤原克東さん
ＴＥＬ：０７５－３９１－０７８１
携帯 ０９０－７３４４－９３３４

お茶の会
一緒に初歩のお茶を楽しみましょう

日時：１月１８日（水）１３：００～１５：００

（毎月第３水曜日が定例です）

内容：裏千家茶道お稽古、濃茶と薄茶、お菓子

費用：１０００円

会場：小島郁子さん宅（桂坂）

連絡先：小島郁子さん ＴＥＬ：０９０－７０９７－３９４６

絵手紙教室
サークル員募集中 初心の方に丁寧に指導！

日時：１月６日（金）１３：３０～

場所：西京区役所中会議室

講師代：１回１人５００円

指 導： 清 原 巳 治 先 生
連絡先：小島志津子さん

ＴＥＬ/ＦＡＸ：０７５－３３１ -７ ０４ ２

日ごろの生活を５・７・５に託す

川柳の会
日時：１月１０日（火）１３：３０～

場所：西京区役所小会議室

お題：「雪」です。

小島志津子さん宅へＦＡＸして下さい。

連絡先：小島志津子さん

ＴＥＬ/ＦＡＸ：０７５－３３１-７０４２

－ふるさとのうた・こころのうた－

民謡の会『華』

日時：１月５日（木）１９日（木）

（毎月第１・３木曜日１３：３０～）

会場：福西会館第二会議室

会費：２０００円

新会員募集中

指導：伊藤 隆先生・手塚勝子先生

連絡先：山田政広さん ＴＥＬ/ＦＡＸ：０７５－３３２－００１６

万 葉 の 会
「万葉集」を読み、学び、そしてそれぞれ思いを語り

合う、ロマンチックでにぎやかな会です。

日時：１月の例会の日時は未定。
参加希望の方は黒住ひかるさんにご連絡を。

会場：清水さん宅（桂坂）又は絹田さん宅（嵐山東）

指導： 黒住嘉輝さん 会費 ： 月８００円

連絡先：黒住ひかるさん ＴＥＬ：０７５－３３１-９３２６

ダンスサークル・フレンド
毎水曜日 中級Ａクラス １４時～１４時５５分

中級Ｂクラス １５時～１５時５５分

専 科 １６時～１６時５５分

毎金曜日 初級クラス １０時～１０時５５分

会費：２４００円＋１００円（保険代）＝２５００円

会場：中京区因幡町１１２‐４ 盟親会議室１Ｆ
指導：竹中貴一・上山範子先生

連絡先：吉田昭一さん ＴＥＬ：０７５－８２１－４５００

携帯：０９０－０７３５－９６１０

西京支部 ハイキングクラブ

第８８回例会 大原 金毘羅山

日時 ： １月１１日（水）（定例第２水曜日）
集 合 ：８；００ 阪急桂改札口集合

コース：阪急烏丸－地下鉄－国際会館
－京都バス－大原－翠黛山－金毘羅山－戸寺
参加希望者は事前に大橋まで、ご連絡ください。

ＴＥＬ：０７５－３３１－３２７３ 携帯０９０－５０５２－９２３９

年輪西京編集部から投稿のお願い

組合員のみなさん、年輪西京に投稿してください。

コロナ禍で、楽しい行事も出来ず。家で過ごす時間が

多くなっていると思います。皆さんの長い人生の中で、

苦しかった事、楽しかった事、知ってもらいたい事、面

白いお話など、色々あると思います。どしどし投稿して

ください。年輪西京で交流しましょう。

短歌・俳句・川柳・詩・エッセイなどの文芸作品。

ジャンルを問わず、論文・論考類なども歓迎です。

絵画・書・工芸・写真などの作品は写真で送ってくだ

さい。内容に制限はありません。当月掲載の締切は第１土

曜日です。遅れると翌月の掲載の掲載になります。

ＦＡＸ・郵送・Ｅメール又は、お近くの支部役員迄。

直接の送り先は：編集部 大橋歳彦まで

〒 ６１０－１１１２ 西京区大枝北福西町４丁目１－３－１０６

TEL/FAX： 075-331-3273

Ｅ-mail：p i k u z 2 8 8 @ y b b . n e . j p



学
習
講
座
・
第
４
学
習
講
座
・

「
今
こ
そ
憲
法
を
生
か
す
と
き
・

平
和
と
民
主
主
義
」
に
参
加
し
て

今
に
も
雨
が
降
り
出
し
そ
う
な

中
、
京
大
百
周
年
記
念
ホ
ー
ル
の

講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。
広
い
ホ
ー

ル
の
前
の
方
に
全
国
大
会
に
し
て

は
少
々
参
加
者
が
少
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
な
か
で
司
会
者
の

元
気
な
声
か
ら
始
ま
っ
た
龍
谷
大

奥
野
教
授
の
講
演
。

反
社
会
的

団
体
が
、
「
反
共
、
改
憲
、
保
守

的
な
家
庭
観
」
を
、
自
民
党
を
経

由
し
て
日
本
の
政
治
に
食
い
込
み

民
主
主
義
を
歪
め
て
き
た
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
を
し
た
こ
と
を
口
実
に
軍

事
力
を
拡
大
し
よ
う
と
企
ん
で
い

る
憲
法
違
反
の
問
題
、
国
際
紛
争

を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
陸

海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
を
保
持
し

な
い
。
と
定
め
て
い
る
憲
法
を
今

こ
そ
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
日
々
の
戦
い
と
同
時
に

来
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
た
。
ま
た
京
大
の
高

山
佳
奈
子
教
授
の
講
演
は
、
学
術

会
議
の
定
数
２
１
0
は
第
２
次
大

戦
の
反
省
か
ら
法
律
に
よ
っ
て
設

置
さ
れ
た
も
の
で
、
現
政
権
の
都

合
に
合
わ
せ
て
変
え
ら
れ
る
も
の

で
な
い
と
学
術
会
員
の
先
生
が
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
は
参
加
し
て
大

い
に
に
意
義
が
あ
っ
た
。

（
山
﨑
治
男
）

第
５
学
習
講
座
・
気
候
変
動
打
開

の
運
動
と
課
題
と
今
後
の
社
会
に

参
加
し
て

気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
の
浅

岡
美
恵
先
生
の
話
を
聞
い
て
い
て

気
候
危
機
は
絶
望
的
な
と
こ
ろ
ま

で
落
ち
込
ん
で
い
る
と
い
う
思
い

が
し
ま
し
た
。
防
衛
費
拡
充
だ
、

リ
ニ
ア
だ
、
と
言
っ
て
い
る
場
合

で
は
な
い
気
が
し
ま
す
。

今
年
は
緯
度
５
０
度
を
超
え
る

英
国
で
気
温
が
４
０
℃
を
越
え
、

欧
州
や
北
米
を
熱

波
が
襲
い
、
川
や

湖
が
干
上
が
り
、

山
火
事
が
広
が
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
で
は

国
土
の
１
／
３
が

水
没
と
い
う
世
界

的
に
異
常
高
温
に

見
舞
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

浅
岡
先
生
が
ス
ラ
イ
ド
で
様
々

な
デ
ー
タ
の
数
値
を
示
し
な
が
ら
、

「
気
候
は
危
機
に
あ
り
ま
す
」
と

説
明
さ
れ
る
内
容
が
本
当
に
現
実

と
し
て
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い

き
て
い
る
と
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。

私
た
ち
高
齢
者
で
は
、
熱
中
症

に
よ
る
死
亡
者
の
８
０
％
を
占
め

て
い
る
そ
う
で
す
。

世
界
で
は
、
「
グ
ラ
ス
ゴ
ー
気

候
合
意
」
で
地
球
平
均
気
温
の
上

昇
を
１
・
５
℃
に
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
、
世
界
の
排
出
量
を
半
減
さ

せ
、
２
０
５
０
年
に
は
実
質
ゼ
ロ

に
す
る
必
要
を
確
認
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

わ
ず
か
、
１
・
５
℃
の
上
昇
・
・
・

そ
こ
ま
で
地
球
は
追
い
詰
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
で
日
本
は
化
石
賞
を

ま
た
頂
き
ま
し
た
。
私
も
で
す
が

多
く
の
人
は
ま
だ
危
機
感
が
薄
い

よ
う
で
す
。
静
か
に
、
し
か
し
、

は
っ
き
り
と
「
気
候
危
機
に
あ
り

ま
す
」
と
訴
え
ら
れ
て
い
る
浅
岡

先
生
の
姿
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

（
池
島
三
千
江
）

第
９
分
科
会
・
メ
デ
ィ
ア
の
現
状

を
ど
う
み
る
か

講
師
は
、
新
聞

労
連
か
ら
京
都
新
聞
の
日
比
野
敏

陽
氏

民
放
労
連
か
ら
京
都

放
送
の
古
住
公
義
氏

参
加
者
は
約
５
０
名
、
お
二
人

の
基
調
報
告
か
ら
始
ま
っ
た
。

こ
の
分
科
会
は
真
実
を
伝
え
る

べ
き
、
メ
デ
ィ
ア
の
現
実
と
今
後

に
つ
い
て
考
え
た
。

新
聞
の
発
行
部
数
は
１
９
９
０

年
代
の
５
３
０
０
万
部
を
ピ
ー
ク

に
、
２
０
２
１
年
末
に
は
３
５
０

０
万
部
と
、
特
に
若
者
離
れ
を
中

心
に
２
０
年
間
で
２
０
０
０
万
部

余
り
を
減
じ
た
。

放
送
事
業
者
の
売
上
は
、
２
０

１
９
年
度
は
前
年
よ
り
３
・
６
％

減
と
減
少
が
続
く
。
こ
の
為
、
取

材
現
場
の
人
員
減
と
地
方
取
材
拠

点
の
空
洞
化＝

実
質
廃
止
な
ど
が

続
き
、
政
治
行
政
の
監
視
機
能
の

低
下
・
労
働
強
化
・
離
職
な
ど
が

続
い
て
い
る
。

（
次
面
に
続
く
）
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第
３
５
回
日
本
高
齢
者
大
会

学
習
講
座
・
分
科
会
参
加
者
の
感
想

絵 手紙 安宅明子

「お助けし隊」をご利用ください

昨年度からスタートした「お助けし隊」は、

以下の項目のお手伝いをしま

す。

お助け項目

○庭の草引き・掃除

○部屋の掃除・片付け

○ゴミ出し

○布団干し

○不用品整理・廃棄処分

○電球・蛍光灯などの交換、

○パソコンやスマホ操作の手伝い

○買い物代行

○役所手続きの手伝い

○話し相手

○機器（物による）の修繕

○車での移送

（通院・買い物・墓まいり・役所手続き等）

その他ご相談ください。

※お互い気兼ねなく頼み頼まれるため に少額の

謝礼（１時間につき４００円～）と実費（交通費

等）をいただきます。なお対応は原則２人で行い

ます。

連絡先

藤原克東（樫原391-0781）
田中康晴（松尾391-0852）
大橋歳彦（福西331-3273）
市川弘子（桂川392-3717）
河合正臣（新林331-4479）
新宮峰男（境谷754-6471）

初
回
の
あ
ら
す
じ

憧
れ
て
い
た
銀
河
鉄
道
に
乗
る
こ
と
の

出
来
た
タ
ナ
カ
・
ト
シ
オ
は
汽
車
の
中
で

大
学
二
年
生
の
ハ
セ
ガ
ワ
・
リ
ヱ
に
出
合

い
友
達
に
な
る
。
汽
車
は
北
十
字
駅
に
到

着
す
る

「
ト
シ
オ

私
た
ち
も
降
り
て
み

よ
う
か
」

「
そ
う
し
よ
う
、
天
の
川
の
岸
辺

を
見
た
い
し
」

川
原
は
エ
メ
ラ
ル
ド
の
青
色
を

ベ
ー
ス
に
水
晶
や
サ
フ
ァ
イ
ア
な

ど
、
宝
石
で
輝
い
て
い
ま
す
。
ミ

ル
キ
ー
ウ
エ
イ
は
宝
石
の
星
々
だ
っ

た
の
で
す
。

川
の
水
は
水
素
と
ヘ
リ
ウ
ム
、

深
い
藍
色
の
水
が
滔
々
と
流
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
水
の
中
か
ら
新
し

い
星
た
ち
が
ピ
カ
ピ
カ
と
生
ま
れ

て
い
る
の
で
す
。

「
こ
こ
が
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
言
っ
て

い
た
プ
リ
オ
シ
ン
の
海
岸
な
の
ね
。

あ
の
時
は
発
掘
を
見
て
い
た
の
よ
。

プ
リ
オ
シ
ン
と
は
、
今
か
ら
５
０

０
万
年
前
の
『
鮮
新
世
』
人
類
の

祖
先
が
生
ま
れ
出
た
時
代
よ
ね
」

「
リ
ヱ
さ
ん
は
良
く
知
っ
て
い
る

ね
。
こ
こ
で
ク
ル
ミ
の
実
の
化
石

を
拾
っ
た
ん
だ
ね
・
・
・
も
う
時

間
だ
よ
。
急
い
で
帰
ろ
う
。
汽
車

に
乗
り
遅
れ
る
よ
」

二
人
は
、
駆
け
足
で
白
鳥
駅
に

戻
り
ま
し
た
。

他
の
乗
客
は
み
ん
な
戻
り
、

席
に
座
っ
て
い
ま
し
た
。

列
車
は
静
か
に
川
岸
を
走
り

ま
す
。

「
リ
ヱ
さ
ん
、
前
に
見
え
る

の
は
ア
ル
ビ
レ
オ
の
観
測
所
で

は
な
い
の
」

「
そ
う
だ
よ
、
白
鳥
の
口
に
当

た
る
星
よ
。
地
球
か
ら
見
る
と
、

二
重
の
星
に
見
え
る
。
観
測
所

の
塔
の
先
端
に
二
つ
の
輝
く
光

が
回
転
し
て
い
る
で
し
ょ
う
」

「
観
測
所
は
銀
河
の
流
れ
を

調
べ
、
渦
巻
き
流
れ
を
制
御
し

て
い
る
だ
ろ
う
」

「
そ
う
よ
、
銀
河
の
中
で
は
多
く

の
星
々
が
生
ま
れ
、
ま
た
終
わ
り

を
迎
え
る
星
々
も
た
く
さ
ん
あ
の

よ
」
・
・

「
ト
シ
オ
は
な
ぜ
銀
河
鉄
道
に
憧

れ
た
の
」

「
そ
う
だ
ね
、
僕
は
宇
宙
の
成
り

立
ち
に
す
ご
く
興
味
が
あ
る
し
、

ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
い
う
、
『
み
ん
な

の
ほ
ん
た
う
の
さ
ひ
は
い
さ
が
し
』

に
も
関
心
が
あ
る
。
本
当
の
幸
せ
、

そ
れ
も
皆
の
幸
せ
を
願
う
と
い
う

の
は
、
そ
の
意
味
を
ジ
ョ
バ
ン
ニ

に
会
っ
て
聞
き
た
い
よ
。
リ
ヱ
さ

ん
は
こ
れ
で
２
回
目
の
乗
車
で
し
ょ

う
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ
に
は
会
え
た
の
」

「
ま
え
に
乗
っ
た
時
、
会
え
た
よ
、

そ
の
と
き
聞
い
た
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ

の
生
ま
れ
は
イ
タ
リ
ア
。
あ
れ
か

ら
時
代
は
大
変
な
時
代
を
迎
え
た

の
よ
。
彼
は
２
５
歳
の
時
、
イ
タ

リ
ア
は
ナ
チ
ス
に
侵
攻
さ
れ
る
の
。

そ
れ
に
抵
抗
し
て
パ
ル
チ
ザ
ン
に

入
隊
、
イ
タ
リ
ア
解
放
の
た
め
に

闘
っ
て
亡
く
な
っ
た
の
よ
」

「
へ
ー
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
皆
の
幸

せ
の
た
め
に
は
自
分
の
命
を
捧
げ

た
の
か
・
・
・
と
も
だ
ち
の
カ
ム

パ
ネ
ル
ラ
は
星
ま
つ
り
の
夜
、
川

に
お
ぼ
れ
た
ザ
ネ
リ
を
助
け
る
た

め
自
ら
を
犠
牲
に
し
た
ね
・
・

こ
の
銀
河
鉄
道
に
は
、
み
ん
な

の
幸
せ
を
願
っ
て
亡
く
な
っ
た

人
た
ち
が
乗
れ
る
の
か
」
・
・

「
ト
シ
オ
、
今
、
列
車
は
、
天

の
川
の
左
岸
を
走
っ
て
い
る
。

こ
と
座
の
ベ
ガ
も
過
ぎ
、
鷲
座

の
ア
ル
タ
イ
ル
も
過
ぎ
た
。
も

う
じ
き
「
鷲
の
停
車
場
」
だ
よ
」

「
ぼ
く
、
知
っ
て
る
。
こ
の
辺

り
か
ら
天
の
川
は
「
バ
ジ
ル
」

に
入
る
の
だ
ね
。
こ
こ
は
暗
黒

帯
で
ガ
ス
が
密
集
し
て
る
と
こ

だ
ね
。
銀
河
が
二
つ
に
分
か
れ
る

と
こ
ろ
。
列
車
は
バ
ジ
ル
の
上
を

走
る
の
か
。
鷲
の
停
車
場
は
黒
い

ガ
ス
の
上
か
」

鷲
の
停
車
場
で
数
人
が
乗
り
込

ん
で
き
ま
し
た
。
（
続
く
）

※
銀
河
バ
ル
ジ
（
ぎ
ん
が
バ
ル
ジ
、

英
語
:

g
a
la
c
t
i
c
b
u
lg
e

）
は
、
渦

巻
銀
河
や
棒
渦
巻
銀
河
の
中
心
部
に

存
在
す
る
ふ
く
ら
み
。
「
バ
ル
ジ
」

は
「
膨
ら
み
」
と
い
う
意
味
。
単
に

バ
ル
ジ
と
も
。
こ
れ
ら
の
銀
河
は
横

か
ら
見
る
と
凸
レ
ン
ズ
状
を
し
て
お

り
、
中
央
に
球
形
の
ふ
く
ら
み
が
存

在
し
、
周
り
の
デ
ィ
ス
ク
と
比
べ
て

若
干
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

バ
ル
ジ
と
呼
ぶ
。
バ
ル
ジ
に
は
年
老

い
た
恒
星
が
数
多
く
集
ま
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
銀
河

の
中
心
部
に
は
超
大
質
量
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
そ
の

重
力
に
よ
り
星
が
集
ま
っ
て
い
る
の

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
銀

河
系
の
バ
ル
ジ
は
、
直
径
1
万
５
千

光
年
ほ
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
。

※
鮮
新
世
（
せ
ん
し
ん
せ
い
、P

l
i
o
c

e
ne

）
は
地
質
時
代
の
一
つ
で
あ
り
、

約
５
０
０
万
年
前
か
ら
約
２
５
８
万

年
前
ま
で
の
期
間
。

（
第
二
話

鷲
の
停
車
場
①
・
終
り
）

大
好
き
な
宮
澤
賢
治
の
「
銀
河
鉄

道
の
夜
」
。
私
の
「
銀
河
鉄
道
」
を

書
い
て
み
た
か
っ
た
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ

の
跡
を
辿
り
、
無
事
、
南
十
字
駅
ま

で
行
け
る
の
か
、
お
楽
し
み
に
。

作
・
・

T

.H

.Oh
as

hi
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遙
か
な
る
銀
河
鉄
道

第
二
話

鷲
の
停
車
場
①



十
数
年
前
、
７
０
歳
を
す

ぎ
た
時
、
平
和
を
テ
ー
マ
に

し
た
「
１
０
０
人
で
作
る
市

民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
の
募
集

に
応
募
。
オ
ー
デ
シ
ョ
ン
を

受
け
、
と
お
り
、
毎
週
土
曜

日
の
夜
、
一
年
近
く
練
習
。

二
日
間
の
公
演
を
行
っ
た
。

そ
の
時
の
仲
間
か
ら
エ
ッ
セ

イ
の
同
人
誌
に
誘
わ
れ
た
。

年
三
回
発
行
し
て
い
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
手
」
で

あ
る
。
難
し
い
。
何
を
書
く

か
。
じ
ー
っ
と
自
分
の
手
を

見
つ
め
た
。
こ
の
手
、
ど
こ

か
で
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

決
し
て
白
い
手
で
は
な
い
。

浅
黒
く
血
管
が
大
き
く
膨
ら

み
青
っ
ぽ
い
。
皺
は
寄
っ
て

い
る
が
節
く
れ
立
っ
て
は
い

な
い
。
指
は
す
ー
っ
と
伸
び

て
い
る
。
そ
う
だ
、
大
き
さ

は
一
廻
り
小
さ
い
が
親
父
の

手
だ
。
魚
の
仲
卸
の
二
代
目

で
真
面
目
に
働
い
て
は
い
た

が
、
手
作
業
は
番
頭
ま
か
せ
。

先
の
大
戦
中
、
二
度
徴
兵
さ

れ
た
が
、
中
国
・
朝
鮮
い
ず

れ
も
後
方
支
援
部
隊
、
あ
ま

り
苦
労
を
し
て
な
い
手
。
将

に
親
父
の
手
だ
。
と
云
う
事

は
幸
い
私
も
手
に
は
大
き
な

苦
労
を
か
け
て
来
な
か
っ
た

様
だ
。
と
思
い
な
が
ら
短
い

よ
う
で
長
か
っ
た
８
６
年
を

振
り
返
っ
た
。

イ
ヤ
な
思
い
で
が
出
て
来
た
。

高
校
に
入
っ
て
す
ぐ
の
昭
和

２
７
年
の
頃
で
あ
る
。
英
語

の
先
生
に
渾
名
を
「
ワ
ン
ハ

ン
」
と
云
う
先
生
が
居
ら
れ

た
。
そ
う
だ
右
手
の
上
腕
。

肩
か
ら
１
０
セ
ン
チ
位
か
ら

下
が
無
か
っ
た
の
だ
。
黒
板

に
向
か
わ
れ
る
時
は

勿
論
左
手
。
そ
の
左

手
も
人
さ
し
指
が
な

い
。
チ
ョ
ー
ク
は
親

指
と
中
指
で
は
な
む

様
に
し
て
書
か
れ
た
。

だ
か
ら
ワ
ン
ハ
ン
ド
、

「
ワ
ン
ハ
ン
」
な
の

で
あ
っ
た
。
着
物
の

着
流
し
で
教
壇
に
立
た
れ
て

い
た
。
街
に
未
だ
白
衣
の
傷

痍
軍
人
さ
ん
が
目
に
付
く
頃

で
あ
っ
た
。
彼
は
京
都
大
学

の
学
生
の
時
、
学
徒
動
員
で

戦
場
に
、
そ
し
て
負
傷
さ
れ

た
の
だ
。
高
教
組
の
活
動
に

も
参
加
さ
れ
て
い
た
。
私
の

卒
業
の
年
、
大
学
院
に
戻
ら

れ
た
。

今
、
世
の
中
は
個
人
の
尊

厳
が
言
わ
れ
、
差
別
の
悪
が
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
言
わ
れ

る
。
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ

と
中
々
難
し
い
。
例
え
そ
れ

が
過
去
の
事
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
現
代
で
ど
う
取
り
上

げ
る
の
か
、
ど
う
表
現
す
る

の
か
、
古
い
映
画
の
再
上
映

の
際
に
も
「
作
者
」
の
意
図

を
汲
み
、
そ
の
ま
ま
の
表
現

で
伝
え
る
と
字
幕
が
入
る
。

こ
う
し
た
渾
名
を
思
い
出
し
、

こ
う
し
て
使
う
こ
と
さ
え
許

さ
れ
る
の
か
自
信
は
な
い
。

た
し
か
に
当
時
の
情
勢
の

中
で
、
言
わ
れ
た
本
人
の
先

生
も
「
国
の
た
め
に
働
い
て

き
た
の
だ
」
そ
の
勲
章
だ
と

云
う
誇
り
と
、
反
対
に
今
後

こ
の
よ
う
な
事
が
二
度
と
有
っ

て
は
な
ら
な
い
と
言
う
覚
悟

を
示
さ
れ
い
た
の
か
。
彼
の

立
ち
居
振
る
舞
い
の
中
か
ら

は
、
差
別
さ
れ
て
い
る
と
の

意
識
は
、
そ
し
て
、
そ
の
ワ

ン
ハ
ン
と
云
う
渾
名
を
差
別

用
語
と
し
て
自
ら
も
受
け
止

め
て
居
ら
れ
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
と
。
本
心
は
伺
う

事
は
な
か
っ
た
が
。

然
し
、
生
来
、
片
手
し
か

な
い
人
が
、
こ
の
言
葉
を
聞

い
た
と
し
た
ら
、
か
の
先
生

の
よ
う
な
受
け
と
め
方
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
今
、
強
く
戦

慄
を
覚
え
る
。
名
は
体
を
表

す
と
言
わ
れ
る
が
、
言
葉
ほ

ど
体
を
表
す
も
の
は
な
い
だ

ろ
う
。
言
葉
は
一
人
歩
き
す

る
も
の
だ
。
自
信
の
な
い
言

葉
、
用
語
を
使
う
時
は
熟
考

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

何
よ
り
相
手
の
人
格
、
立
場

を
尊
重
す
る
生
活
態
度
こ
そ

が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

今
や
、
こ
の
問
題
は
、
先

に
触
れ
た
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ

ハ
ラ
、
そ
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
な
ど
、
ど
う
考
え
理
解

し
取
り
組
む
か
は
避
け
て
は

通
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
去
る
、

日
本
共
産
党
の
小
池
書
記
局

長
が
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
で
田
村

政
策
局
長
に
謝
罪
し
、
自
己

批
判
し
た
。
ど
こ
に
ど
ん
な

パ
ワ
ー
が
あ
っ
た
の
か
。
党

員
に
パ
ワ
ー
の
差
は
無
い
だ

ろ
う
。
そ
の
会
議
運
営
上
の

パ
ワ
ー
だ
と
云
わ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
難
し
い
。

ま
た
渾
名
ワ
ン
ハ
ン
ド
か

ら
思
い
起
こ
さ
れ
た
あ
の
戦

争
は
、
丁
度
、
８
１
年
前
の

今
日
、
１
２
月
８
日
、
真
珠

湾
や
英
領
マ
レ
ー
シ
ア
半
島

へ
の
侵
攻
は
、
無
通
告
の
騙

し
討
ち
。
ま
さ
に
敵
基
地
先

制
攻
撃
か
ら
始
ま
り
、
ワ
ン

ハ
ン
ド
先
生
や
、
街
に
あ
ふ

れ
、
ギ
タ
ー
を
奏
し
、
唄
い

な
が
ら
浄
財
を
募
っ
て
い
た

傷
痍
軍
人
さ
ん
達
を
生
み
だ

し
た
。
あ
の
戦
争
を
忘
れ
、

葬
り
去
り
。
憲
法
９
条
無
視
、

敵
基
地
攻
撃
を
云
う
奴
ら
に

二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。
戦
争
は
こ
う

し
た
差
別
を
生
む
こ
と
を
語

り
継
ぎ
た
い
。

同
人
誌
の
締
め
切
り
は
今

月
１
２
月
末
日
で
あ
る
。
ワ

ン
ハ
ン
ド
先
生
か
ら
出
て
来

た
こ
れ
ら
の
、
よ
し
な
し
ご

と
を
、
ど
こ
ま
で
、
ど
う
考

え
る
か
、
そ
う
書
く
の
か
。

冬
の
夜
の
苦
し
み
が
続
く
。

２０２２年 １２月１９日 年輪西京 第２２４号 JAPAN PENSIONERS'UNION（５）

綴
り
方
教
室

そ
の
二
十
八

〝
手

″
田
中
康
晴

絵 手紙 永山 泉

JAPAN PENSIONERS'UNION 年輪西京 第２２４号 ２０２２年１２月１９日

私
に
と
っ
て
四
ヶ
月
ぶ
り
の
ハ
イ
キ
ン

グ
参
加
に
な
り
、
一
人
わ
く
わ
く
し
て
い

ま
し
た
。

八
時
、
境
谷
ロ
ー
ソ
ン
前
を
大
橋
号
で

出
発
し
、
途
中
の
松
室
で
増
田
さ
ん
を
乗

せ
、
計
７
人
。

松
尾
橋
を
渡
り
、
渡
月
橋
方
向
に
向
か
っ

て
走
っ
て
い
る
と
、
山
と
山
の
間
か
ら
濃

い
霧
が
流
れ
込
ん
で
い
ま
し
た
。
亀
岡
の

方
面
か
ら
の
雲
海
の
一
部
で
し
ょ
う
。
ほ

と
ん
ど
人
が
通
っ
て
い
な
い
渡
月
橋
。
そ

し
て
雲
海
の
一
部
。
も
ち
ろ
ん
車
は
ス
ム
ー

ズ
に
走
れ
て
い
て
「
早
起
き
は
三
文
の
得
」

を
味
わ
い
ま
し
た
。

道
の
駅
「
ウ
ッ
デ
イ
京
北
」
で
休
憩
。

１
６
２
号
を
大
橋
号
で
走
っ
て
来
ま
し
た

が
、
２
０
年
前
は
、
曲
が
り
カ
ー
ブ
が
あ
っ

た
の
に
、
今
は
長
い
「
京
北
ト
ン
ネ
ル
」

な
ど
三
つ
程
の
ト
ン
ネ
ル
が
設
け
ら
れ
て

い
て
走
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
み

ご
と
に
ま
っ
す
ぐ
伸
び
た
北
山
杉
が
美
し

か
っ
た
で
す
。

道
の
駅
か
ら
は
、
す
ん
だ
水
が
流
れ
て

い
上
桂
川
に
そ
っ
て
山
国
か
ら
上
黒
田
へ
。

夏
な
ら
遊
べ
そ
う
な
浅
い
川
や
、
土
手
の

す
す
き
、
家
の
周
り
に
は
花
が
植
わ
っ
て

い
て
、
人
影
も
な
く
紅
葉
も
鮮
や
か
で
童

謡
の
「
里
の
秋
」
の
歌
詞
が
ぴ
っ
た
り
合

う
田
舎
道
を
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
こ
こ

は
畑
に
電
柵
が
張
ら
れ
、
や
は
り
ケ
モ
ノ

が
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

目
的
地
に
着
き
ま
し
た
。
周
り
の
紅
葉

の
美
し
さ
に
目
を
見
張
り
ま
す
。
細
い
山

道
を
登
っ
て
い
く
と
伏
条
台
杉
が
あ
ち
こ

ち
に
立
っ
て
い
ま
す
。

大
橋
さ
ん
の
資

料
に
よ
る
と
、
こ
の
あ
た
り
は
古
く
か
ら

御
杣
御
料
地
（
皇
室
の
御
料
地
）
と
し
て

守
ら
れ
て
き
て
、
長
岡
京
・
平
安
京
の
造

営
時
な
ど
に
膨
大
な
量
の
建
築
用
材
と
し

て
こ
の
地
か
ら
供
給
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

明
治
に
入
り
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
南
北
朝
時
代
か
ら
放
置
さ
れ
た
台

杉
仕
立
て
の
杉
は
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
こ

と
が
用
材
と
し
て
の
価
値
を
下
げ
、
伐
採

か
ら
逃
れ
た
た
め
巨
大
な
杉
と
な
っ
て
残
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
太
い
太
い
幹
、
そ

し
て
大
き
く
曲
が
っ
た
幹
等
に
千
年
近
く

の
長
い
年
月
を
感
じ
ま
す
。

一
の
峰
に
着
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
探

勝
路
の
案
内
プ
レ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
近

く
に
は
「
宿
杉
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

杉
以
外
の
木
も
宿
っ
て
い
る
台
杉
で
す
。

こ
こ
か
ら
少
し
南
に
下
り
、
す
ぐ
登
り
ま

す
。
こ
こ
が
二
の
峰
。
こ
こ
に
は
盤
取
杉
・

大
王
杉
・
三
本
杉
が
あ
る
と
言
う
の
で
す

が
、
大
き
な
台
杉
が
並
ん
で
い
て
ど
れ
が

そ
れ
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
か
ら

下
り
気
味
に
北
に
向
か
い
ま
す
。
右
手
斜

面
に
谷
守
杉
が
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
登
り
気
味
に
東
尾
根
に
合
流

し
ま
す
。
目
標
を
、
平
安
杉
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
通
り
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
東
尾

根
の
行
き
止
ま
り
迄
来
て
し
ま
い
、
こ
こ

の
広
場
で
お
弁
当
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て

恒
例
に
な
っ
た
新
宮
さ
ん
の
コ
ー
ヒ
ー
を

頂
き
ま
し
た
。
鮮
や
か
な
紅
葉
に
囲
ま
れ

た
山
の
中
で
の
温
か
い
コ
ー
ヒ
ー
は
い
つ

も
に
ま
し
て
格
別
で
す
。

帰
り
は
元
の
道
を
引
き
返
し
ま
し
た
が
、

あ
り
ま
し
た
。
平
安
杉
が
。
リ
ダ
ー
が
以

前
に
訪
れ
た
と
き
は
平
安
杉
に
は
柵
が
し

て
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
は
柵
が
倒
さ
れ

て
て
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
も
外
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
何
故
な
ん
で
し
ょ
う
。

平
安
杉
で
記
念
写
真
を
撮
り
、
一
服
。

目
的
を
果
た
し
ま
し
た
。

帰
り
は
二
の
峰
に
は
寄
ら
ず
、
一
の
峰

に
向
か
い
ま
す
。
細
い
道
を
登
り
返
し
車

の
止
め
て
あ
る
入
り
口
へ
。

帰
り
も
静
か
な
山
里
を
通
り
、
朝
の
道
の

駅
で
ト
イ
レ
休
憩
。
夕
日
に
映

え
る
紅
葉
や
北
山
杉
を
眺
め
な

が
ら
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

い
つ
も
大
橋
号
の
活
躍
に
感

謝
で
す
。
運
転
お
疲
れ
様
で
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
ハ
イ
キ
ン
グ

は
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
池
島
三
千
江
）

参
加
者
は
増
田
・
池
島

・
小
林
・
大
野
・
新
宮
・
河
合

・
大
橋
の
七
人
で
し
た
。

（８）

各種署名集約状況
〇敬老乗車証制度の改悪中止改善を求める新署名・233筆
〇全国一律最低賃金制度を求める署名（新署名）・19筆
〇補聴器の公的補助を求める署名・319筆
〇府立文化芸術会館廃止反対の署名（新署名）・37筆
〇京都市の保育・学童制度を守る緊急請願・1 0 筆

〇最低賃金を時給１５００円に（新署名）・22筆

〇物価高に見合う年金引き上げ署名・43筆
〇辺野古新基地建設工事の中止を求める署名・１５１筆

〇京都府立植物園に関わる北山エリア整備基本計画・5筆
〇2022年度年金裁判カンパ・45, 904円/目標85,500円

西京支部 当面の日程
１２/１９（月）第１１回支部委員会１３：３０～

年輪西京１２月号発行日

１２/２５（日）阪急桂駅西口宣伝 １６：００～

１/９（月）女性の会役員会１０：３０～ほっこりサロン

第１２回支部委員会 １３：３０～

１/２１（土）新年会 西長会館 １０：００開会

１/２３（月）第１２回支部委員会 １月号発行日

１/２５（水）阪急桂駅西口宣伝 １６：００～
〇2月予定 歌声喫茶（支部・女性部共催）

〇3月末～4月初 花見の会（山科疎水）

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
紀
行
（
１
１
月
９
日
）

第
８
６
回
例
会

片
波
台
状
杉
探
訪

一 の峰の案内プレートの前で

一番大きい平安杉の前で

昼食休憩の大きな杉の下で
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２
０
２
２
年

12
月

12
日

西
京
区
長
殿

洛
西
支
所
長
殿

京
都
市
西
京
区
役
所
に
対
す
る
要
望
書

日
本
年
金
者
組
合
京
都
西
京
支
部

支
部
長

藤
原
克
東

京
都
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
財
政
が
ひ
っ

迫
し
、
「
今
後
、
毎
年
度
５
０
０
億
円

の
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
」
（
市
民
し
ん

ぶ
ん
２
１
年

2
月
号
）
と
し
て
、
行

財
政
改
革
計
画
の
も
と
に
敬
老
乗
車
証

の
改
悪
、
補
助
金
削
減
、
施
設
利
用
料

の
引
き
上
げ
等
を
強
行
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、

8
月
に
発
表
さ
れ
た
２
１

年
度
決
算
は
「

4
億
円
の
黒
字
」
と

な
り
、
市
の
「
財
政
危
機
」
は
粉
飾
さ

れ
た
も
の
と
の
疑
い
が
拭
え
ま
せ
ん
。

行
財
政
改
革
計
画
は
い
っ
た
ん
中
止
し
、

敬
老
乗
車
証
制
度
な
ど
市
の
す
ぐ
れ
た

独
自
施
策
は
継
続
発
展
す
る
方
向
で
議

論
し
直
す
べ
き
で
す
。

私
た
ち
は
、
下
記
の
要
望
事
項
の
実

現
を
求
め
ま
す
。
貴
職
の
責
任
に
お
い

て
誠
意
を
も
っ
て
検
討
い
た
だ
き
、
文

書
で
の
回
答
と
懇
談
の
場
の
設
定
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

【
要
望
事
項
】

（

1
）
交
通
関
係
事
項

1
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
交
通
の
安

全
性
と
利
便
性
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、

西
京
区
に
地
下
鉄
、J

R

、
阪
急
と
結

ぶ
鉄
軌
道
（
基
幹
交
通
）
の
導
入
を
実

現
し
、
こ
れ
と
地
域
循
環
バ
ス
を
組
み

合
わ
せ
た
新
た
な
交
通
体
系
を
確
立
し
、

実
現
し
て
く
だ
さ
い
。

2
、
敬
老
乗
車
証
の
対
象
年
齢
の
７

５
歳
へ
の
引
き
上
げ
、
負
担
金

3
倍

化
な
ど
の
改
悪
は
中
止
し
、
民
間
バ
ス

（
上
里
・
大
原
野
地
域
、
松
尾
北
河
原

町
と
苔
寺
の
区
間
）
へ
の
適
用
拡
大
を

早
期
に
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
・
私
鉄
の
京
都
市
内
区
間
へ
の
適

用
拡
大
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

3
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
に
あ
る

京
都
市
中
地
下
を
通
る
ル
ー
ト
は
や
め

て
下
さ
い
。
地
下
水
が
枯
れ
、
緑
が
壊

れ
、
残
土
の
搬
出
で
市
民
生
活
が
壊
れ

ま
す
。

４
、
別
紙
交
通
局
に
対
す
る
要
望
書
の

実
現
を
は
か
る
た
め
に
努
力
し
て
く
だ

さ
い
。

（

2
）
生
活
環
境
等
に
関
す
る
事
項

1
、
年
金
生
活
者
が
利
用
料
金
の
心

配
な
く
入
所
で
き
る
公
立
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
を
新
設
し
て
く
だ
さ
い
。

2
、
在
宅
医
療
・
介
護
の
支
援
体
制

（
医
師
、
医
療
・
介
護
要
員
の
確
保
等
）

を
充
実
し
て
下
さ
い
。

３
、
高
齢
・
独
居
、
引
き
こ
も
り
な
ど

の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
買
い
物
、

ゴ
ミ
出
し
等
の
生
活
支
援
の
と
り
く
み

へ
の
支
援
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

4
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
中
学
校

区
に
一
ヶ
所
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

5
、
住
民
が
安
価
で
気
軽
に
使
え
る

集
会
所
等
の
施
設
を
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。

6
、
西
京
文
化
会
館
ウ
ェ
ス
テ
ィ
の

利
用
金
を
引
き
下
げ
て
く
だ
さ
い
。
桂

坂
の
七
彩
館
（
旧
ふ
れ
あ
い
会
館
）
ロ

ビ
ー
を
実
用
的
な
料
金
で
開
放
し
て
く

だ
さ
い
。
市
営
住
宅
集
会
所
を
近
隣
住

民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

7
、
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
活
性
化
の
た
め
の
店
舗
誘
致
等

の
支
援
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。
四

つ
の
会
館
の
利
用
料
の
値
下
げ
、
施
設

の
充
実
の
た
め
に
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

境
谷
セ
ン
タ
ー
女
子
ト
イ
レ
の
洋
式
化

は
早
急
に
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。

８
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
病
院
の
移
転
を
行

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

９
、
西
京
及
び
洛
西
図
書
館
の
抜
本
的

な
拡
充
（
自
習
室
の
設
置
を
含
む
）
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

10
、
中
学
校
の
全
員
制
給
食
を
早
期

に
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。

11
、
小
学
校
の
統
廃
合
、
小
中
一
貫

校
問
題
は
、
学
校
運
営
の
効
率
化
優
先

で
は
な
く
、
子
供
の
教
育
環
境
の
維
持
・

向
上
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
と

し
て
の
学
校
の
役
割
を
ふ
ま
え
た
慎
重

な
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

12
、
待
機
児
童
を
な
く
し
、
住
民
の

要
望
に
も
と
づ
く
保
育
所
の
新
増
設
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
学
童
保
育

所
（
桂
坂
小
・
桂
徳
）
の
拡
充
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

13
、
市
の
ゴ
ミ
袋
料
を
大
幅
に
値
下

げ
し
て
く
だ
さ
い
。

14
、
西
山
団
地
の
上
下
水
道
の
整
備
、

バ
ス
路
線
の
新
設
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の

補
修
に
市
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮

し
、
必
要
な
助
成
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
住
環
境
へ
の
影
響
を

十
分
監
視
し
、
住
民
の
要
望
に
誠
実
に

対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

15
、
補
聴
器
の
購
入
費
用
へ
助
成
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

16
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
接

種
一
律
１
５
０
０
円
負
担
を
見
直
し
、

無
料
に
し
て
く
だ
さ
い
。

17
、
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険

料
の
引
き
下
げ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

18
、
公
園
の
古
い
ト
イ
レ
、
ベ
ン
チ

の
整
備
、
高
齢
者
の
健
康
遊
具
の
設
置

を
お
願
い
し
ま
す―

洛
西
大
橋
南
小
畑

川
両
岸
、
史
跡
公
園
、
北
沓
掛
第

4

児
童
公
園
、

竹
林
公
園
駐
車
場
を
時
間
外
も
無
料
で

開
放
し
て
く
だ
さ
い
。

樫
原
史
跡
公
園
北
側
の
空
き
地
を
開

放
し
、
住
民
が
憩
え
る
場
所
に
し
て
く

だ
さ
い
。

19
、
市
営
住
宅
・
府
営
住
宅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、

浴
槽
・
台
所
・
ト
イ
レ
の
改
修
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
高
齢
者
・
子
育
て
世
帯

が
住
み
や
す
い
住
宅
に
改
修
し
て
く
だ

さ
い
。
単
身
者
が
入
居
で
き
る
住
居
を

確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

20
、U

R

住
宅
の
高
齢
者
、
子
育
て
世

帯
へ
の
家
賃
減
額
措
置
の
拡
大
、
間
取

り
の
改
修
等
の
受
け
入
れ
の
促
進
を
は

か
っ
て
く
だ
さ
い
。

21
、
近
い
将
来
移
転
等
さ
れ
る
竹
の

里
小
学
校
・
西
陵
中
学
校
・
市
立
芸
術

大
学
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
市
営
川
西
住

宅
の
跡
地
、
及
び
新
林J

A

ス
ー
パ
ー

の
跡
地
に
つ
い
て
、
特
養
老
人
施
設
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
若
者
向
け
ス
ポ
ー

ツ
施
設
、
学
童
保
育
所
、
ひ
と
ま
ち
交

流
会
館
な
ど
、
地
域
住
民
の
要
望
に
も

と
づ
く
利
用
計
画
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

22
、
以
下
の
道
路
整
備
を
早
急
に
実

施
し
て
下
さ
い
。

①
物
集
女
街
道
の
歩
道
の
整
備
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

②
竹
の
里
か
ら
福
西
小
へ
の
通
学
路
の

横
断
歩
道
の
白
線
が
消
え
て
い
る
の
で

引
き
直
し
て
く
だ
さ
い
。

③
洛
西
ケ
ー
ヨ
ー
デ
ー
ツ
ー
前
、
明
徳

高
校
通
学
路
の
歩
道
の
拡
幅
を
し
て
下

さ
い
。

④
洛
西
生
協
前
の
道
路
に
横
断
防
止
柵

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
樫
原
秤
谷
町
新
池
前
の
交
差
点
西
行

き
に
左
折
専
用
道
路
を
新
設
し
て
く
だ

さ
い
。

⑥
八
条
通
桂
川
街
道
か
ら
消
防
署
の
道

路
を
拡
幅
し
て
く
だ
さ
い
。

（
次
面
に
続
く
）

（６）

西
京
区
役
所
と
交
通
局
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た

２０２２年 １２月１９日 年輪西京 第２２４号 JAPAN PENSIONERS'UNION

（
前
面
よ
り
）

⑦
桂
離
宮
の
堤
防
沿
い
の
道
路
を
拡

幅
し
、
歩
道
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

⑧
道
路
、
歩
道
の
安
全
対
策
を
行
っ

て
下
さ
い
。―

樫
原
学
童
保
育
所
前
、

阪
急
上
桂
駅
踏
切
内
と
そ
の
周
辺
、
桂

大
橋
西
八
条
通
り
桂
駅
間
、
桂
西
大
橋

西
側
か
ら
平
和
台
町

（

3
）
市
・
区
の
行
政
体
制
等
に
関

す
る
事
項

1
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る

区
職
員
の
定
員
削
減
、
洛
西
支
所
の
機

能
縮
小
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
福

祉
、
保
健
、
防
災
、
消
防
等
の
住
民
生

活
関
連
部
門
の
増
員
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

2
、
介
護
保
険
認
定
業
務
等
の
集
中

化
、
民
間
委
託
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

3
、
水
道
の
民
営
化
は
行
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

4
、
公
共
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
企

業
に
売
却
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

５
、
区
役
所
の
建
替
え
の
進
捗
状
況

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
開
示
し
、
住
民
の

要
望
を
丁
寧
に
く
み
取
っ
て
身
近
で
使

い
や
す
い
庁
舎
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（

4
）
防
災
、
安
全
対
策
等
に
関
す

る
事
項

1
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
避
難
場
所

の
周
知
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

2
、
桂
坂
に
第
一
次
避
難
場
所
を
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

3
、
桂
川
の
洪
水
対
策
に
万
全
を
期

し
て
く
だ
さ
い
。

4
、
桂
坂
西
側
丘
陵
地
帯
、
西
山
団

地
の
崖
崩
れ
対
策
に
万
全
を
期
し
て
く

だ
さ
い
。

5
、
桂
坂
に
消
防
署
を
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

6
、
阪
急
桂
駅
西
口
の
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
側
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

（

5
）
国
に
対
す
る
要
望

市
は
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
、
国

に
要
望
事
項
を
反
映
す
る
措
置
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

1
、
年
金
制
度
の
マ
ク
ロ
ス
ラ
イ
ド

制
を
廃
止
し
、
物
価
上
昇
に
見
合
う
年

金
額
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
。
一
律

8
万
円
の
最
低
保
証
年
金
制
度
を
実

現
す
る
こ
と
。

2
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
へ

の
国
の
予
算
措
置
を
大
幅
に
増
額
し
、

保
険
料
の
引
き
下
げ
を
行
う
こ
と
。

3
、

75
歳
医
療
費
の

1
割
か
ら

2
割

へ
の
負
担
増
の
中
止
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
負
担
の
増
額
は
行
わ
な

い
こ
と
。
医
療
、
介
護
制
度
の
改
悪
は

行
わ
な
い
こ
と
。

4
、
消
費
税

10
％
は
直
ち
に
中
止
し
、

5
％
へ
の
引
き
下
げ
を
行
う
こ
と
。

5
、
桂
自
衛
隊
駐
屯
地
を
撤
去
し
、

市
民
の
た
め
の
有
効
な
跡
地
利
用
を
図

る
こ
と
。

以

上

２
０
２
２
年

12
月

19
日

京
都
市
長
殿

京
都
市
交
通
局
長
殿

京
都
市
交
通
局
に
対
す
る
要
望

日
本
年
金
者
組
合
京
都
西
京
支
部

支
部
長

藤
原
克
東

日
頃
よ
り
、
西
京
区
民
の
交
通
の
安

全
性
、
利
便
性
向
上
に
努
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

西
京
区
に
は
、
地
下
鉄
が
な
く
、
地

下
鉄
、J
R

、
阪
急
と
結
ぶ
鉄
軌
道
の

新
設
を
強
く
求
め
ま
す
。

こ
の
鉄
軌
道
と
地
域
ご
と
の
循
環
バ

ス
を
組
み
合
わ
せ
た
交
通
網
を
構
築
す

る
こ
と
が
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
最
も

合
理
的
な
対
応
策
と
考
え
ま
す
。
こ
の

実
現
に
む
け
て
早
期
に
検
討
さ
れ
る
こ

と
を
要
望
し
ま
す
。

新
た
な
交
通
体
系
が
実
現
す
る
ま
で

の
間
、
以
下
の
要
望
の
実
現
を
求
め
ま

す
。

【
要
望
事
項
】

1
、
バ
ス
路
線
の
新
設
、
増
便
に
つ

い
て

①
阪
急
桂
駅
、
嵐
山
、
松
尾
地
域
か
ら

区
役
所
に
直
接
行
け
る
バ
ス
路
線
の
新

設
し
て
く
だ
さ
い
。

②
阪
急
桂
駅
、
桂
、
桂
徳
、
桂
東
、
川

岡
、
川
岡
東
地
域
と
区
役
所
を
結
ぶ
路

線
の
新
設
し
て
く
だ
さ
い
。

③
桂
坂
か
ら
乗
り
換
え
な
し
で
区
役
所
、

境
谷
老
人
セ
ン
タ
ー
に
行
け
る
バ
ス
路

線
を
新
設
し
て
下
さ
い
。

④
特
西

2
、
西

4
、

29
、

33
、

69
、

70
、

73
系
統
の
増
便
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

⑤

70
系
統
の
終
点
を
洛
西
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
延
長
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
そ
の
周
辺
地

域
、
松
陽
・
松
尾
の
山
側
地
域
に
循
環

バ
ス
を
新
た
に
導
入
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
西
山
団
地
に

1
日
最
低

2
往
復
の

バ
ス
路
線
を
新
設
し
て
く
だ
さ
い
。

⑧
阪
急
バ
ス
と
市
バ
ス
の
相
互
乗
り
入

れ
に
よ
り
、
洛
西
口
か
ら
福
西
東
通
り
、

右
京
の
里
、
向
日
台
団
地
、
阪
急
東
向

日
を
回
る
バ
ス
路
線
の
新
設
を
実
現
し

て
下
さ
い
。

2
、
停
留
所
の
増
設
、
改
善
等

①
す
べ
て
の
バ
ス
停
に
日
よ
け
、
雨
よ

け
、
ベ
ン
チ
の
設
置
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
（
具
体
的
な
個
所―

水
築
町
西
行
、

三
ノ
宮
街
道
西
行
）

②
バ
ス
停
の
増
設
を
お
願
い
し
ま
す
。

明
徳
高
校
と
北
福
西
町
の
間
（
生
協
近

く
）
、
国
道

9
号
線
秤
谷
付
近
（
三

ノ
宮
と
国
道
中
山
の
間
）

③
桂
坂

の
星

印
バ

ス

停
に

21
時
以
降
も
停

車
し
て
く
だ
さ
い
。

④
歩
道

か
ら

す
ぐ

乗

降
口
に

足
が

着
く

位

置
に
止

め
て

く
だ

さ

い
。

⑤
松
尾

大
社

バ
ス

停

付
近
の

歩
道

・
安

全

帯
の
設

置
、

市
バ

ス

28
号
系
統
北
行
バ
ス
停
の
安
全
対
策

を
行
っ
て
下
さ
い
。

⑥
国
道

9
号
線

73
系
統
洛
西
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
行
き
「
平
和
台
町
」
バ
ス
停
を

地
下
バ
イ
パ
ス
建
設
前
の
場
所
に
戻
し

て
く
だ
さ
い
。

3
、
バ
ス
一
日
券
、
運
賃
等

①
バ
ス
一
日
券
を
西
京
全
域
に
適
用
し

て
く
だ
さ
い
。

②
バ
ス
運
賃
は
、
上
限
額
を
引
き
下
げ

（
ま
た
は
、
運
賃
均
一
化
と
調
整
運
賃

の
併
存
）
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
敬
老
乗
車
証
の
改
悪
は
中
止
し
、
民

間
バ
ス
へ
の
適
用
を
拡
大
す
る
こ
と
。

→

市
へ
の
要
望

４
、
京
都
市
洛
西
地
域
公
共
交
通
会
議

の
設
立
意
義
と
そ
の
目
的
を
明
ら
か
に

し
、
区
民
新
聞
に
会
議
の
内
容
を
開
示

し
て
く
だ
さ
い
。

バ
ス
の
系
統
・
便
数
の
削
減
に
つ
な

げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

以

上

（７）
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（
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面
よ
り
）

こ
う
し
た
中
で
、
自
ら
限
ら
れ

た
予
算
を
、
ど
こ
を
主
眼
と
し
た

分
野
に
使
う
か
、
が
求
め
ら
れ
、

中
央
紙
で
は
、
読
売
・
産
経
が
、

国
を
大
事
に
す
る
社
是
に
基
く
所

に
。
転
じ
て
朝
日
・
毎
日
が
人
間

を
大
事
に
す
る
社
是
と
す
る
分
野

に
と
、
そ
の
内
容
・
立
つ
位
置
が

大
き
く
分
か
れ
る
。

ま
た
、
放
送
分
野
で
は
、
民
法

は
ス
ポ
ン
サ
ー
受
け
す
る
番
組
が

中
心
に
な
り
、
（
例
え
ば
吉
本
芸

人
の
楽
屋
話
ば
か
り
）
ま
た
、
電

波
は
本
来
、
国
民
の
も
の
で
あ
る

が
、
政
府
が
そ
の
使
用
の
許
認
可

を
握
り
、
介
入
す
る
（
高
石
早
苗

発
言
）
現
状
を
打
破
し
、
免
許
を

取
り
上
げ
る
と
言
わ
な
い
政
権
作

り
が
必
要
で
あ
る
。

経
営
難
の
中
で
、
放
送
・
新
聞
・

雑
誌
共
に
編
集
分
野
を
含
め
て
下

請
け
化
が
加
速
し
て
い
る
事
も
、

我
々
読
者
の
目
が
行
き
届
か
な
く

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、

意
識
あ
る
従
事
者
も
多
く
、
頑
張
っ

て
い
る
。
「
国
葬
」
を
中
心
に
全

く
国
民
を
無
視
し
た
政
府
都
合
の

記
事
と
放
送
に
は
、
そ
の
都
度
、

厳
し
い
批
判
を
突
き
付
け
る
と
と

も
に
、
国
民
サ
イ
ド
の
勇
気
あ
る

報
道
に
は
、
ぜ
ひ
激
励
・
声
か
け

の
一
文
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
報
道
・
ニ
ュ
ー
ス
番
組

は
ダ
メ
だ
が
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

で
は
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ぜ
ひ
応
援
の
言
葉
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
電
話
で
も
結
構
と
か
。

３
５
年
前
、
京
都
放
送
は
経
営

難
に
な
り
、
そ
の
再
建
に
労
働
組

合
と
市
民
が
参
加
し
た
。
監
視
し

見
守
る
と
い
う
よ
り
、
よ
り

行

動
的
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
ア
タ
ッ

ク
し
、
国
民
の
側
に
立
つ
報
道
に

努
め
る
よ
う
働
き
か
け
、
応
援
し
、

共
に
闘
う
姿
勢
を
一
層
強
め
頑
張

る
必
要
を
感
じ
た
。

た
だ
、
そ
う
し
た
中
で
「
週
刊

文
春
」
が
よ
く
特
ダ
ネ
を
と
る
の

は
ナ
ゼ
か
、
と
い
う
小
生
の
愚
問

に
は
答
え
て
も
ら
え
な
か
っ
た
が
。

（
田
中
康
晴
）

去
る

十
一

月
三

十
日

付
け

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
で
二
十
九
日
、

貴
方
の
永
眠
の
訃
報
を
知
り
、
十

万
億
土
へ
旅
立
た
れ
た
こ
と
を
告

げ
ら
れ
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

想
起
こ
し
ま
す
と
、
一
九
八
九
年

七
月
に
西
・
右
京
支
部
が
結
成
さ

れ
、
二
〇
〇
四
年
五
月
に
西
京
支

部
と
右
京
支
部
が
分
離
独
立
し
、

結
成
総
会
を
開
き
、
独
自
の
道
を

歩
ん
で
行
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
貴
方
は
西
京
支
部
の
事
務

局
長
と
し
て
就
任
さ
れ
、
支
部
の

大
黒
柱
と
し
て
敏
腕
を
振
る
わ
れ

ま
し
た
。

社
会
の
変
革
と
年
金
制
度
の
重

要
さ
を
認
識
さ
れ
、
支
部
の
躍
進

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
貴
方
の
眼

鏡
の
奥
の
眼
は
鋭
い
光
を
放
ち
、

年
金
支
部
活
動
に
隅
々
ま
で
力
を

注
が
れ
ま
し
た
。
今
日
の
西
京
支

部
発
展
の
基
礎
を
作
ら
れ
た
訳
で

支
部
の
恩
人
と
も
言
え
る
存
在
で

あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
貴
方
の
強
い
意
志
を

受
け
継
ぎ
、
未
だ
数
は
少
な
い
も

の
の
、
イ
タ
リ
ア
の
様
な
三
〇
〇

万
人
の
組
合
員
を
擁
す
る
大
組
合

を
目
標
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。
生
前
は
本
当
に
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
か
天
国
か

ら
我
々
の
活
動
を
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。

言
葉
は
尽
き
ま
せ
ん
。

村
本
雄
児
さ
ん

さ
よ
う
な
ら
。

合
掌

二
〇
二
二
年
師
走
十
日
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絵

手
紙

山

本
公
子

有
川
美
津
子
さ

ん

（

桂
徳

）

大
重
主
税
さ

ん

（

新
林

）

大
前

薫
さ

ん

（

桂
川

）

奥
村
小
夜
子
さ

ん

（

福
西

）

小
田
良
子
さ

ん

（

福
西

）

河
合
葉
子
さ

ん

（

樫
原

）

小
林
啓
祐
さ

ん

（

新
林

）

澤

太
郎
さ

ん

（

上
里

）

田
淵
忠
夫
さ

ん

（

桂
徳

）

手
塚
祥
祐
さ

ん

（

竹
里

）

中
路
政
美
さ

ん

（

樫
原

）

中
須
洋
子
さ
ん

（

桂
徳

）

広
橋
澄
子
さ

ん

（

嵐
東

）

広
橋

渡
さ

ん

（

嵐
東

）

古
川
純
一
さ

ん

（

竹
里

）

増
田
貴
美
子
さ

ん

（

松
尾

）

豆
塚

猛
さ

ん

（

境
谷

）

三
原

哲
さ
ん

（

境
谷

）

宮
本
一
美
さ

ん

（

松
陽

）

依
田
敏
夫
さ

ん

（

川
岡

）

一
月
生
ま
れ
・
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

訂
正
と
お
詫
び

有
川
知
之
さ
ん
（
桂
徳
）
は
十
一
月
が
お
誕
生
日
な
の
で
す

が
、
お
誕
生
の
欄
で
書
き
洩
ら
し
ま
し
た
。
失
礼
い
た
し
ま
し

た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

１２月のお誕生日会

日時：１２月１２日（月）

１３：３０～１５：００

１月のお誕生日会

日時： １月３０日（月）

１３：３０～１５：００

場所：ほっこりサロン

山陰街道三ノ宮交差点東南角

・ハイツ三宮１階

交通：市バス 西２・西５・西６

・西８ 三宮街道下車

お茶とお菓子でお喋り・ゲームなど

主催：年金者組合西京支部

村
本
雄
児
さ
ん
追
悼
の
辞

山
本
拓
治

訃 報

村 本 雄 児 さ ん
（９０歳・川岡学区）

１９９３年４月加入

２０２２年１１月２９日に逝去されま

した。謹んでお悔やみ申し上げます。

２０２２年 １２月１９日 年輪西京 第２２４号 JAPAN PENSIONERS'UNION

単
身
の
年
収
２
０
０
万
円
以
上
の
７

５
歳
か
ら
の
医
療
費
が
２
割
負
担
に
な
っ

た
。
私
は
介
護
度
・
要
介
護
１
で
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
、
訪
問
看
護
師
さ
ん
を
利
用

し
て
い
る
。
年
金
は
ほ
と
ん
ど
医
療
費

で
消
え
て
し
ま
う
。
同
期
の
仲
間
と
話

し
て
も
同
じ
よ
う
な
返
事
が
来
る
。
貯

金
な
ど
出
来
る
わ
け
も
な
く
、
先
の
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
希
望
が
無
く
な
る
。

早
く
死
ぬ
か
な
？
と
考
え
て
し
ま
う
。

戦
後
の
日
本
社
会
を
支
え
て
来
た
世

代
で
あ
る
今
の
高
齢
者
が
ま
と
も
な
老

後
が
送
れ
な
い
の
は
お
か
し
い
。
そ
の

う
え
、
介
護
制
度
の
改
悪
ま
で
言
い
出

し
た
。
要
支
援
１
・
２
が
す
で
に
保
険

外
し
に
な
っ
て
市
町
村
運
営
の
「
地
域

支
援
総
合
事
業
」
に
な
っ
て
い
る
。
利

用
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
か
。
そ
れ

が
要
支
援
１
・
２
が
保
険
外
し
な
る
と

い
う
。
高
齢
者
の
命
の
問
題
で
す
。

「
在
宅
放
置
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
。
そ
し
て
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
の
問
題

で
も
あ
る
。
「
事
業
所
が
成
り
立
た
な

く
な
る
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
い
な
く
な

る
」
と
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
声
で
す
。

専
門
職
で
あ
り
な
が
ら
、
労
働
に
見
合
っ

た
報
酬
も
な
く
、
地
位
も
低
い
ま
ま
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
責
任
感
や
好
意
で
保
っ

て
い
た
様
な
制
度
で
し
た
。

年
金
か
ら
は
、
し
っ
か
り
介
護
保
険

料
は
取
っ
て
お
き
な
が
ら
制
度
の
利
用

が
出
来
な
い
な
ん
て
「
詐
欺
」
の
様
で

す
。
介
護
制
度
そ
の
も
の
を
形
骸
化
す

る
つ
も
り
だ
な
と
思
う
。
軍
事
費
に
お

金
が
必
要
だ
か
ら
一
番
取
り
や
す
い
弱

者
か
ら
取
ろ
う
と
す
る
思
惑
が
透
け
て

見
え
る
。

皆
、
「
ま
さ
か
？
」
と
思
っ
て
い
る

様
だ
け
ど
今
回
は
本
気
で
こ
ん
な
バ
カ

げ
た
事
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

反
対
の
声
を
あ
げ
中
止
さ
せ
よ
う
！
署

名
に
走
り
ま
す
。
一
筆
で
も
多
く
と
。

追
記
・
１
０
月
２
４
日
の
誕
生
会
の
年

輪
西
京
の
記
事
と
写
真
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
話
す
機
会
を
下
さ
り
、
ま
た

記
事
に
た
く
さ
ん
書
い
て
下
さ
り
、

「
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
と
い
っ

て
頂
き
恐
縮
で
す
。
心
温
ま
る
誕
生
会

を
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
日
、

お
祝
に
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
方
々
に

も
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

１
１
月
１
８
日
、
女
性
の
会
主
催
の

『
紅
葉
狩
り
』
が
昨
年
と
同
じ
く
桂
坂

公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

企
画
に
初
参
加
の
方
が
お
二
人
、
全
体

で
２
０
名
の
皆
さ
ん
が
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
今
年
の
夏
は
と
て
も
暑

く
て
・
・
・
と
思
っ
て
い
た
ら

急
に

寒
さ
が
や
っ
て
き
て
紅
葉
の
訪
れ
が
早

く
始
ま
り
、
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
行
っ
て

公
園
周
辺
は
少
し
落

ち
葉
も
目
立
っ
て
き

て
い
ま
し
た
が

当

日
は
思
っ
た
よ
り
も

暖
か
く
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

１
０
時
３
０
分
頃

か
ら
バ
ス
で
や
っ
て

く
る
方
、
マ
イ
カ
ー

で
誘
い
合
っ
て
参
加

の
方
な
ど
順
々
に
イ
ズ
ミ
ヤ
カ
ー
ナ
ー

ト
前
に
集
ま
り
だ
し
、
多
く
の
方
が
店

内
で
簡
単
な
昼
食
を
調
達
、
あ
れ
こ
れ

相
談
し
な
が
ら
、
こ
れ
も
楽
し
い
ひ
と

時
で
し
た
。
私
は
準
備
の
手
伝
い
に
少

し
早
く
公
園
に
向
か
い
ま
し
た
。

１

１
時
過
ぎ
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
紅
葉

の
道
を
少
し
遠
回
り
し
て
公
園
に
向
か

わ
れ
た
よ
う
で
す
。
公
園
で
は
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
や
座
椅
子
が
並
べ
ら
れ
て
い

て
大
き
な
輪
に
な
っ
て
座
り
ま
し
た
。

挨
拶
の
あ
と
銘
々
の
持
ち
よ
り
の
お

弁
当
を
開
け
、
女
性
の
会
で
準
備
し
た

具
沢
山
の
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

役
員
の
池
島
さ
ん
が
一
日
前
よ
り
仕
込

ん
で
下
さ
っ
た
豚
汁
は
大
層
美
味
で
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
自
己
紹

介
も
あ
り
、
普
段
あ
ま
り
話
す
機
会
が

少
な
く
な
っ
た
組
合
員
さ
ん
達
の
は
ず

ん
だ
声
が
続
き
ま
し
た
。
食
後
に
は

新
宮
事
務
局
長
恒
例
の
温
か
い
珈
琲
も

ふ
る
ま
わ
れ

美
味
し
そ
う
な
柿
や
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
な
ど
も
配
ら
れ
て

嬉
し
か
っ

た
で
す
。

食
後
は

「
歌
で
も
歌
お
う
よ
」
っ

と
の
声
カ
ケ
に

歌
詞
カ
ー
ド
も
伴
奏

も
用
意
し
て
な
か
っ
た
の
で
す
が

皆

で
大
き
な
声
を
出
し
て
歌
い
ま
し
た
。

民
謡
の
会
『
華
』
の
メ
ン
バ
ー
の
田
中

さ
ん
が
お
得
意
の
喉
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
り

大
橋
副
支
部
長
の
美
声
も
続
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、
散
策
組
と
待
機
組
に
別
れ
、

散
策
組
は
、
こ
の
時
期
珍
し
い
満
開
の

桜
を
見
に
出
か
け
ま
し
た
。
桂
坂
の
住

宅
街
の
遊
歩
道
は
色
と
り
ど
り
の
樹
木

が
茂
っ
て
い
て
、
ま
た
個
人
の
住
宅
の

お
庭
に
も
趣
の
あ
る
樹
木
が
あ
り
、
の

ん
び
り
歩
く
の
に
は
す
て
き
な
路
で
し

た
。
桜
の
花
も
き
れ
い
に
咲
い
て
い
て

く
れ
ま
し
た
。

待
機
組
は

輪
を
少
し
縮
め
て
座
り

な
お
し
、
お
互
い
の
近
況
等
の
話
し
が

弾
ん
だ
よ
う
で
す
。
み
な
さ
ん
が
話
に

加
わ
っ
て
頂
け
、
た
く
さ
ん
お
話
が
出

来
た
と
好
評
で
し
た
。

散
策
組
は
、
一
旦
皆
の
と
こ
ろ
に
戻

り
、
ま
だ
少
し
物
足
り
な
い
と
公
園
周

囲
の
散
策
に
も
出
か
け
て
行
き
ま
し
た
。

２
時
ご
ろ
片
づ
け
を
し
て
、
お
開
き
に

な
り
ま
し
た
。

１
０
月
初
め
の
女
性
の
会
役
員
会
で

「
紅
葉
狩
り
」
の
企
画
を
立
て
た
時
は

コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
い
て
き
て
い
て
、

久
々
に
皆
で
豚
汁
で
も
楽
し
も
う
と
話

し
合
っ
て
い
た
の
で
す
が

そ
の
後
第

8
波
と
か
感
染
の
ニ
ュ
ー
ス
が
広
が

り
、
開
催
を
危
ぶ
む
声
も
有
り
ま
し
た

が
屋
外
で
も
あ
り
、
マ
ス
ク
は
着
用
で
、

と
い
う
こ
と
で
開
催
を
決
め
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は

楽
し
い
時
間

が
持
て
た
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う

で

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

（
中
田
洋
子
）

（９）

医
療
・
介
護
改
悪
に
怒
り

永
山

泉

絵 手紙 小 島志 津 子

『
紅
葉
狩
り
』
具
沢
山
の
豚
汁
が
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西

京

支

部

は

、

１

２

月

１

２

日

「

２

０
２

２

年

度

西

京
区

長

・

交

通

局

長
へ

の

要

望

書

」
を

提

出

し

ま

し
た

。
要

望

書
は

、

5
月
の

班

（

学

区
）

別

懇

談

会

で
出

さ

れ

た

意

見

を
も

と

に

支

部

委
員

会

で

議

論

を

重
ね

、

前

回

（

２
０

２

０

年

度
）

の

要
望

事
項

に

22
ヶ

所
の

追

加

・

補
強

を

行

っ

た

も
の

で

す

。

提

出
に

は

、

支

部

か
ら

藤

原

支

部

長

は
じ

め

支

部

役

員
８

名

が

参

加

し

、
要

望

項

目

に

込
め

た

熱

い

思

い

を
こ

も

ご

も

伝

え
る

と

と

も

に

、

来
年

３

、

４

月

の
適

切

な

時

期

に

回
答

交

渉

（

懇

談
会

）

を

行

う

よ

う
申

し

入

れ

ま

し
た

。

区

役

所
側
の
対
応
者
は

、
辻
総
務
課
長
、

村

山

係
長

で

し

た

。

京
都

市

交

通

局
に

は

、

19
日
に

別

途
申

し
入

れ

る
予
定
で
す
。
（
事
務
局
）

（２）

日時：２０２３年１月２１日（土） 集合：新林センター前バス停 ９：２０ 案内します。
会場：西長会館（大枝西長町3-165）

会場へは、市バス「新林センター前」バス停から徒歩１０～１５分
阪急桂西口から市バス5番、千代原口から73番、
松尾大社前から29番

※新林センター前から車での送迎あり
※飲み物等の持ち込み大歓迎！

新年会プログラム

①映画「エイジアン・プル―浮島丸サコン」

プロジューサー伊藤正昭氏、

追悼上映会 １０：００～

②新年会（食事会）１２：００～

〇サークル出し物、〇ゲーム、

〇みんなで歌おう等

□新年会費 ２０００円

□□参加希望者は、支部役員まで！

◇映画「エイジアン・ブル―浮島丸サコン」は、１９４

５年８月２４日、帰国する朝鮮半島出身者数千人を乗せ

た日本の輸送艦「浮島丸」が京都の舞鶴湾で爆発して沈

没した「浮島丸事件」を扱った反戦ドキュメンタリー映

画。過日亡くなられた伊藤正昭氏（組合員伊藤澄子さん

の夫）がプロデュースしたものです。サコンはハングル

で「事件」の意。

西長会館

西京支部 ２０２３年 新年会のお知らせ

西長会館の略図

西
京
支
部
２
０
２
２
年
度
西
京
区
長

と
交
通
局
長
へ
の
要
望
書
を
提
出
！

絵 手紙 八木定子

西京９条の会

連絡会のＨＰを

ご覧ください

https://9zyo.com/

平和団体のページに

「年輪西京」が掲載さ

れています。印刷もで
きます。

阪急桂駅西口宣伝
１２月２５日（日）

１６：００～１６：３０

１月２５日（水）

１６：００～１６：３０

・敬老乗車証を守る新署名
・消費税下げろ！
・９条改憲ＮＯ

改憲発議に反対する

全国緊急署名（新署名）
・安心できる年金と雇用の制度

を求める署名

「みんなで歩こう会」を大原野

と桂川周辺を対

象に実施を検討

しています。

２０２２年 １２月１９日 年輪西京 第２２４号 JAPAN PENSIONERS'UNION（１１）

雑
詠
二
首

田
中
康
晴
（
松
尾
）

お
は
よ
う
さ
ん
と
声
か
け
行
き
交
う
散
歩
道

一
人
足
り
な
い
初
霜
の
朝

枯
れ
葉
落
ち
裸
の
紅
葉
に
照
る
夕
日

も

み

じ

明
日
の
日
よ
り
は
ヤ
レ
ほ
ん
に
サ
は
晴
れ
る
や
ら

拙
句
四
句

山
本
拓
治
（
上
里
）

短
日
の
大
原
野
み
ち
人
忙
し

天
辺
に
ひ
と
つ
残
れ
り
庭
の
柿

渋
柿
や
父
継
ぎ
し
木
は
甘
柿
な
り
き

伊
豆
の
宿
ス
マ
ホ
の
声
す
師
走
か
な

遺
詠
六
首

山
本
三
枝
子
（
上
里
）

待
合
の
ソ
バ
ー
ジ
ュ
し
た
る
母
娘
連
れ

北
海
道
の
旅
語
り
を
り

仄
か
な
る
キ
ャ
ラ
漂
へ
る
か
た
見
れ
ば

ほ
の

た
だ
よ

花
柄
模
様
の
大
振
り
な
女

胃
の
切
除
な
し
た
る
友
の
内
祝
い

香
り
あ
る
茶
と
文
を
託
せ
り

み
ど
り
ご
の
瞳
に
う
つ
る
部
屋
灯
り

抱
き
し
ぬ
く
み
胸
に
伝
わ
る

犬
張
子
で
ん
で
ん
太
鼓
の
結
ひ
つ
け
し

赤
き
着
物
は
宮
詣
り
し
て
を
り

宮
詣
り
む
ず
か
る
や
や
こ
の
泣
き
声
も

時
お
り
交
じ
り
祝
詞
終
わ
り
ぬ

川
柳
の
会

お
題
「
こ
た
つ
」

こ
た
つ
入
り
は
っ
と
気
づ
く
と
爆
睡
後
（
美
夜
生
）

ウ
ち
ん
ち
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
こ
た
つ
で
す
（
美
夜
生
）

こ
た
つ
っ
て
頭
寒
足
熱
優
れ
も
の

（
美
夜
生
）

な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
こ
た
つ
の
中
で
の
び
た
猫
（
白
夜
）

一
年
中
こ
た
つ
一
つ
の
下
宿
生

（
白
夜
）

足
触
れ
て
恋
が
芽
生
え
る
掘
り
ご
た
つ
（
白
夜
）

不
眠
症
こ
た
つ
で
温
も
り
夢
路
追
う
（
一
美
）

こ
の
寒
さ
こ
た
つ
で
温
も
り
救
わ
れ
る

（
一
美
）

あ
の
人
の
心
は
こ
た
つ
癒
さ
れ
る

（
一
美
）

紅
葉
ク
ル
ー
ズ
来
年
こ
そ
は
こ
た
つ
舟

（
陽
子
）

雪
景
色
こ
た
つ
で
み
か
ん
四
人
ま
で

（
陽
子
）

背
を
ま
る
め
猫
と
婆
ち
ゃ
ん
こ
た
つ
守
（
陽
子
）

自
由
題

車
内
で
は
会
話
控
え
よ
老
嬢
ら

（
美
夜
生
）

形
態
の
機
能
聞
か
ん
で
も
う
知
ら
ん
（
美
夜
生
）

言
い
出
し
た
人
か
ら
行
け
よ
防
衛
に
（
美
夜
生
）

責
任
は
感
じ
る
だ
け
で
取
ら
ぬ
も
の
？
（
白
夜
）

今
度
こ
そ
延
期
は
し
な
い
披
露
宴

（
白
夜
）

な
ん
で
か
な
初
め
て
聞
く
の
に
流
行
語
（
白
夜
）

聴
こ
え
て
く
る
ラ
ジ
オ
体
操
の
歌
が
胸
を
打
つ
（
一
美
）

長
生
き
の
生
き
た
証
の
写
真
帳

（
一
美
）

温
も
り
は
ス
ト
レ
ス
解
消
リ
ラ
ッ
ク
ス
（
一
美
）

な
ぜ
続
く
誰
が
得
す
る
戦
争
か

（
陽
子
）

負
け
ま
し
た
コ
ロ
ナ
の
変
異
ま
だ
続
く
（
陽
子
）

お
友
達
の
内
部
留
保
で
ト
マ
ホ
ー
ク
を
！

（
陽
子
）

※
岸
田
首
相
へ

山
詠
二
首

大
橋
歳
彦
（
福
西
）

冬
来
れ
ば
初
め
て
の
雪
山
思
い
出
す

な
れ
ぬ
輪
カ
ン
に
足
を
取
ら
れ
て

雪
原
に
テ
ン
ト
を
張
り
て
眠
れ
る
か

八
丁
平
の
夜
は
更
け
に
け
り

※
高
校
山
岳
部
の
時
、
北
山
八
丁
平
で
、
初
め
て
雪
の
中

で
キ
ャ
ン
プ
し
た
思
い
出
で
す
。
輪
カ
ン＝

輪
カ
ン
ジ
キ

の
こ
と
。

読
者
文
芸

顔見世のまねき（南座） 山田喜彦

京の風景 １２月


